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［目的］肝細胞増殖因子 （hepatocyte　growth

faCtor：HGF ）は 、 肝細胞 に対する強力 な増殖促進因

子 として発見されたが 、 肝細胞の み ならず多 くの

上皮細胞の 増殖、分化、運動能に関与する様々 な

生物活性を持つ サイ トカ イ ン で ある こ とが明 らか

に な っ て きた 。 しか し、HGF の 妊娠 中に おける動

態に つ い て は定説は な い 。 今回、我 々 は 妊娠 中 に

おけるHGF の 動態を明 らか にする こ とを目的と し

て検討 を行な っ た 。 　［方法］ 1 ．健常女・
齟 清20

例、妊婦血清2】9例 、羊水90例 に つ い てHGF 濃度

を測定 した 。 2 、妊娠初期、中期、末期 に つ い て 、

胎盤組織及び羊膜の 組織 培養を行い 、培養上清中

の HGF 量 を測 定した 。 い ずれの 検体 も採取 にあた

っ て は、日産婦倫理規定を遵守 した。　［成績］1 ．

妊娠末期母体血 中HGF 濃 度は、妊娠初期、中期 に

比較 し 、 有意に高か っ た（pく0、001）。2．羊水中の

HGF 濃度は妊娠 初期（12−1gme）164 ±9．S（単位 ：ng／m1 ）、

中期（20−29週）48．録 2251、末期（30−35週）6．3±4．6で 、

羊水中に は、きわめ て多量 の HGF が存在 し、特に

妊娠中期 に お い て 顕著で あっ た 。 3．胎盤 の HGF 分

泌 は培養 3 日目 に お い て 、初期HOO ，5±222．8（単

位 ：ng ！g　tissue　weight ／24hours）、中期 1203重窮 3．6、

末期968．4±88で あ り、単位重 量あ た りの 分 泌量は

妊娠各期を通 じて差がな く、血中HGF の増加は、

placental　mass の 増大を反映 して い る と 思われた 。

同様 に羊膜 に お い て は 、中期 171
’
8± 700、末期

43±8で、中期 で の 分泌量 は末期の 300 〜400 倍 に

達 し、中期 にお ける羊水HGF 濃度の 増加は、羊膜

細胞か らの 産生 の増 大に よ る もの と思わ れ た 。 ［結

論］胎盤組織及 び羊膜は 、大量 の HGF を産生 ，分

泌 して お り、 HGF は胎児、胎盤 の 分化，成長 に重

要な役割を果たして い る こ とが推測された 。

［目的］胎児 ・胎盤系に お ける PTHrP は 、経

胎盤 的 Ca の 能動輸送 、子宮収縮の抑制、胎児の

骨形成な ど多彩な生理活性を示す。また PTHr

P は多様なプ ロ セ ッ シ ン グ様式および分画があり

異な っ た生理作用を発揮する。本系で の 意義はな

お不 明な点が多く、今回はその 一端を解明す る目

的にてその 局在お よび分子 多様性 につ き検討を行

っ た。 ［方 法］正 常な妊娠分娩例より得た 卵膜胎

盤、臍帯動静脈
・
母休血、新生児尿 ・羊水で の 組

織含量 と濃度を定量 〔Mean± SE）し、卵膜胎盤で

の 分子多様性を観estem 　blottingで分析し、併せ

て絨毛内rn　R 　N 　A の 経時的推移をRI−PCkthで 、局

在を免疫組織学的に検討 した。 ［成績 ］PTHr

P （pmoレ i）は母体血 に比べ 臍帯血 で高 く、臍帯

動
・青1｝脈血　（129，0　± 12．0，　128．0　± 17．O）　占こ差

はなか っ た。羊水 レベ ル （pmoYD も高値 を示すが

中期〔644± 47）．後期に差 を認め なか っ た。新生

児尿で の 排泄量 （p旧01／D は第
．一一・

尿で高く〔3592

．t　726 ）、それ以降は漸減 した 。絨毛内血管内皮

細胞に その 局在が認め られ 、胎児 PTHrP の
・．一

部は胎盤 に 由来す る こ とが示 唆された 、胎盤含量

伽 oレg 湿重量 ）は初期よ り後期ぺ 漸増傾向（5．7

± O．4，7，1± O．5）を示 したが 、mRNA レ ベ ル に

増加傾 向はなか っ た。卵膜含量は脱落膜 （5．3 士

O．7）に 多く、絨毛膜、羊膜では少なか っ た。分 子

量（KDa）は胎盤，脱落膜では 31，0 、19．　Oお よび

17．Oが 、絨毛膜、羊膜で は 14，0が主 で あ り、組織

間で の発現分子 に多様性が存在した。 ［結論］卵

膜胎盤 の 血管内皮細胞で PTHrP は産生 され 、

各組織の PTHrP は分 子多様性 を有 し、プ ロ セ

ッ シ ン グおよび 生理作用に異な っ たもの があるこ

とが示唆された 。
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